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④ 医療機関や入所施設からの地域生活移行に関する研究     （２２１７０４０１） 

医療機関からの退院又は入所施設からの退所に係る支援と、その受け皿となる地域での

生活支援との円滑な連携に必要となる体制に関する研究であること。 

 

⑤ 障害児をもつ家族への支援方策に関する研究                 （２２１７０５０１）

障害児をもつ家族への支援について、そのアセスメント指標を含めた支援プログラムの構

築を含めて、子育て支援施策等との連携も視野に入れた包括的な支援方策についての研究

であること。 

 

⑥ 障害特性に応じた住宅ニーズの分析と住宅の確保策に関する研究 

 （２２１７０６０１） 

障害者の居住の実態、及び障害特性に応じた住宅ニーズとそれに対応する施策について

の研究であること。 

    

⑦ 障害福祉サービスの質の評価に関する研究                 （２２１７０７０１） 

障害者への福祉サービスについては、その質の評価と向上が強く求められてきているの

で、これらのサービスに関する支援の効果の評価方法や基準等に関する研究を採択する。 

     

   ⑧ 在宅重度障害者に対する効果的な支援の在り方に関する研究  （２２１７０８０１） 

在宅重度障害者について、本人の健康状態の安定を確保しつつ、家族の負担を軽減し、

安定的に実施可能な支援の確立に資するためのシステムに関する研究であること。課題の

採択に際しては、実証的で早期に現場に還元できる研究を評価する。 

 

 【若手育成型】 

身体知的等障害分野に関する研究を推進するにあたっては、新たな若手研究者の参入によ

る常に新しい技術を取り入れた研究体制が望まれる。 

 そこで、上記①～⑧の研究について若手育成型の研究を公募することにより新たな若手研

究者の参入を促進し、新しい技術によって、より幅広い観点から研究が可能となる体制を整

備する。特に、臨床的な研究で障害保健福祉分野への貢献が大きい研究を採択する。   

                                                          （２２１７０９０１） 

 

 ＜身体・知的等障害分野全体の留意点＞ 

  研究計画書を作成する際は、次のとおりである。 

目標を明確にするため、上記①から⑧の公募研究課題において、研究計画書の「９．期

待される成果」に、当該研究により期待される科学的成果及び当該成果によりもたらされ

る学術的・社会的・経済的メリットを具体的に記載すること。また、「１０．研究計画・

方法」に、年度ごとの計画及び達成目標を記載するとともに、実際の施策等への応用に至

る工程を含めた研究全体の具体的なロードマップを示した資料を添付すること(様式自由)。 

なお、研究課題の採択に当たっては、これらの記載事項を重視するとともに、中間評価

及び事後評価においては、研究計画の達成度を厳格に評価する。その達成度（未達成の場

合にはその理由、計画の練り直し案）如何によっては、研究の継続が不可となる場合もあ

り得ることに留意すること。 

 

（イ）感覚器障害分野 

 ＜新規課題採択方針＞ 

視覚、聴覚等の感覚器障害における研究開発を進めることにより、感覚器障害の軽減や重


